
２０２３年度秋学期 教育計画       東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（学習項目） 

レポート 

（締切期日） 

スクーリング 

（日程と内容） 

1 10/6 地理を学ぶ（入門講座） 
 【第1回】 A：10/1(日) W：10/18(水) 

・地理的事象の探究 

 

 

 

 

 

 

 

※スクーリングにはロイロノートを利用できるタブレット、 

スマートフォン、PCなどを持参すること。 

※スクーリングの内容は変更する場合があります。 

2 10/6 第３次産業 
第1回 

10月20日 
3 10/13 交通・通信 

4 10/20 観光 
第2回 

11月3日 
5 10/27 貿易と経済圏 

6 11/3 人口と人口問題 
第3回 

11月17日 
7 11/10 村落と都市 

【第2回】 A：11/19(日) W：11/29(水) 

・地理的事象の探究 

 

 

 

 

 

 

 

※スクーリングにはロイロノートを利用できるタブレット、 

スマートフォン、PCなどを持参すること。 

※スクーリングの内容は変更する場合があります。 

8 11/17 都市・居住問題 
第4回 

12月1日 
9 11/24 民族・宗教と民族問題 

10 12/1 国家の領域と領土問題 
第5回 

12月15日 
11 12/8 日本の自然環境 

12 12/15 現代世界の諸地域（ＥＵ諸国①） 
第6回 

1月6日 
13 12/22 現代世界の諸地域（ＥＵ諸国②） 

【第3回】 A：1/14(日) W：1/17(水) 

・地理的事象の探究 

 

 

 

 

 

 

※スクーリングにはロイロノートを利用できるタブレット、 

スマートフォン、PCなどを持参すること。 

※スクーリングの内容は変更する場合があります。 

14 12/29 現代世界の諸地域（ロシア） 
 

15 1/5 現代世界の諸地域（アメリカ合衆国） 

16 1/5 期末試験について① 

17 1/5 期末試験について② 

18 1/19 現代世界の諸地域（ラテンアメリカ） 

19 1/26 現代世界の諸地域（オーストラリアとニュージーランド） 
期末試験： 2/5(月)  6時間目(15:10～16:00) 

試験範囲：【通信講座】第2回～第13回 

【レポート】第1回～第6回 
20 1/26 現代世界の諸地域（北アフリカとサハラ以南アフリカ） 

教  科 科  目 担 当 者 

地理歴史 地理探究② 単位数：2単位 緑川 孝浩 

指導目標  

1.生活文化の多様性や地球的課題への取り組みを理解し、地理情報システムなどを用いて地理的技能を身に付ける。 

2.地理に関わる事象を多面的・多角的に考察し、地理的な課題の解決に向けて議論する力を養う。 

3.我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重することの大切さについての自覚を深める。 

高校通信教育講座  あり 講 座 数：全20回 教 科 書 『新詳地理探究』 『新詳高等地図』 

スクーリング 1単位時間×3回 合格時間数：1時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レ ポ ー ト 全6回 合格枚数：6枚 副 教 材 なし 

期 末 試 験 あり 期末試験評価割合70％ 評 定 100点法5段階評定 



２０２３年度秋学期 教育計画    東海大学付属望星高等学校 

○シラバス 授業進度表 

回 配信

日付 

高校通信教育講座 

学習項目 

レポート 

締切期日 

スクーリング 

日程と内容 

１ 10/3 入門講座「歴史を見る方法」 
  第１回 10/1（A）、10/18（W） 

「鎖国」と「開国」 

 

 近代日本への歩みを大きく進めた日

本の「開国」の意味を、「鎖国」と対比

させることによって、それが持つ味を

世界史的見地から再認識する。 

２ 10/3 異国船の接近と幕藩体制の動揺 第１回 

10/17 ３ 10/10 開国と社会の変動 

４ 10/17 明治維新と近代国家の形成 第２回 

10/31 ５ 10/24 
自由民権運動と大日本帝国憲法の制
定 

６ 10/31 条約改正と日清・日露戦争 
第３回 

11/14 ７ 11/7 大日本帝国の展開 
 第２回  11/19（A）、11/29（W） 

 大日本帝国の政治機構 

 

大日本帝国憲法からその権力構造を

読み解き、日本がなぜ戦争への道を進

んでいったのか理解を深める。 

８ 11/14 第一次世界大戦と日本 第４回 

11/28 ９ 11/21 民衆運動の展開と大衆文化の形成 

10 11/28 経済恐慌と中国への侵略 第５回 

12/12 11 12/5 第２次世界大戦と日本 

12 12/12 戦後の政治と社会 
 

第６回 

1/6 

 
13 12/19 経済国家としての発展 

 第３回  1/14（A）、1/17（W） 

 日本はなぜ戦争への道を進んだか。 

 

 第一次世界大戦後の国際協調の時代

からなぜ日本は戦争への道を進んだか

を、当時の国民の目線から読み解く。 

 

14 12/26 現代の日本と世界  

15 1/2 南からみた日本史（琉球と沖縄） 

16 1/2 期末試験について 

17 1/2 期末試験について 

18 1/16 北からみた日本史（アイヌと北海道） 

19 1/23 婦人参政権への路 期末試験：2/2（金） 

期末試験範囲：第２回〜第１１回 

レポート第１回〜第５回 

 
20 

1/23 
 

日本人の食文化について 

 

教科 科目 担当 

地理歴史 日本史 A 単位数:2単位 北田 邦夫 

指導目標 

19世紀以降の日本と東アジア・欧米世界との関わりの中で歴史的な事実を学び、生徒の主体的な歴史

観・世界観の形成を目指すとともに、将来に向けて国際的視野に立てる人格を育成する。 

高校通信講座 あり 講座数：全 20回 教科書 実教出版 高校日本史Ａ新訂版 

スクーリング 1時間×3回 合格時間数 1時間以

上 

学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レポート 全 6回 合格枚数 6枚 副教材 なし 

期末試験 あり 期末試験評価割合 70％ 評 定 100点法 5段階評定 



 
２０２３年度 秋学期 教育計画       東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（単元・学習内容） 

レポート 

(締切期日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

21 
(21週) 10/6 地中海世界(入門講座) 

 第１回 10/15(日)・10/4(水) 

フランス革命とナポレオン 

＜内容＞ 

フランス革命にまつわる歴史的な

流れを確認し、通信講座で取り扱

いができなかった部分の補足を行

い発展的に学習を進める 

22 
(22週) 

10/6 ヨーロッパ世界の形成 第１回 

10/20 
23 

(23週) 
10/13 ビザンツ帝国の興亡 

24 
(24週) 

10/20 西ヨーロッパ世界の成長と拡大 第 2 回 

11/3 
25 

(25週) 10/27 封建社会の解体と王権の伸展 

26 
(26週) 11/3 近代ヨーロッパの成立① 第 3 回 

11/17 
27 

(27週) 11/10 近代ヨーロッパの成立② 
第２回 12/3(日)・11/15(水) 

2つの世界大戦 

＜内容＞ 

それぞれの世界大戦が引き起こさ

れたきっかけを整理し、どのよう

な被害が生じ、その後の国際世界

にもたらした影響を整理する。 

28 
(28週) 11/17 ヨーロッパ主権国家体制の展開 第 4 回 

12/1 
29 

(29週) 11/24 産業革命 

30 
(30週) 12/1 アメリカの独立 第 5 回 

12/15 
31 

(31週) 12/8 フランス革命とナポレオン 

32 
(32週) 12/15 国民国家の誕生と広がり① 第 6 回 

1/6 
33 

(33週) 
12/22 国民国家の誕生と広がり② 

第３回 1/21(日)・12/20(水) 

東西冷戦構造 

＜内容＞ 

世界大戦終結後の東西冷戦構造へ

の流れと現代に及ぼす対立のきっ

かけについて触れ理解を深める。 

34 
(34週) 12/29 帝国主義と世界分割競争 

 

35 
(35週) 1/5 世界大戦の時代① 

36 
(36週) 1/5 

期末試験について 
37 

(37週) 
1/5 

38 
(38週) 

1/19 世界大戦の時代② 

39 
(39週) 

1/26 東西冷戦と多極的国際社会① 
期末試験日時： 2/5（月）3時限目 11：40～12：30 

＜試験範囲＞ 

レポート：第1回〜第5回 

通信講座：第22回〜第31回(22週～31週) 

40 
(40週) 

1/26 東西冷戦と多極的国際社会② 
 

教  科 科  目 担 当 者 

地理歴史・公民 世界史Ｂ② 単位数： ２ 単位 椿 友輔 

指導目標：通史学習を中心に、東洋史・西洋史に関する歴史的な事実を学び、正しい歴史観・世界観の形成を目指すとと
もに、将来に向けて国際的視野に立てる人格を育成する。  

高校通信講座 あり 講座数：全20回 教科書 帝国書院 新詳世界史Ｂ 

スクーリング 1単位時間×3回 合格時間数：１時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レポート 全 6 回 合格枚数 6枚 副教材 なし 

期末試験 あり 期末試験評価割合：70％ 評 定 100点法５段階評定 



 
２０２３年度 秋学期 教育計画       東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（単元・学習内容） 

レポート 

(締切期日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

21 
(21週) 10/6 

産業革命とアメリカ独立革命 
【p,162~167】 

 第１回 10/15(日)・10/4(水) 

フランス革命とナポレオン 

＜内容＞ 

フランス革命にまつわる歴史的な

流れを確認し、通信講座で取り扱

いができなかった部分の補足を行

い発展的に学習を進める 

22 
(22週) 10/6 

フランス革命 
【p,168~171】 第１回 

10/20 
23 

(23週) 10/13 
中南米諸国とウィーン体制 

【p,172~178】 

24 
(24週) 10/20 

列強体制とヨーロッパ 
【p,178~183】 第 2 回 

11/3 
25 

(25週) 10/27 
アメリカの発展と１９世紀の欧米文化 

【p,183~189】 

26 
(26週) 11/3 

帝国主義と列強の対立 
【p,201~209】 第 3 回 

11/17 
27 

(27週) 11/10 
第一次世界大戦 

【p,216~219】 

第２回 12/3(日)・11/15(水) 

2つの世界大戦 

＜内容＞ 

それぞれの世界大戦が引き起こさ

れたきっかけを整理し、どのよう

な被害が生じ、その後の国際世界

にもたらした影響を整理する。 

28 
(28週) 11/17 

ロシア革命と西欧・世界恐慌とナチズム 
【p,219~225,232~236】 第 4 回 

12/1 
29 

(29週) 11/24 
第二次世界大戦 

【p,237~242】 

30 
(30週) 

12/1 
アヘン戦争と清・中華民国 

【p,196~200,209~213】 第 5 回 

12/15 
31 

(31週) 
12/8 

東アジアと辛亥革命・満州事変と日中戦争 
【p,226~229,234~236】 

32 
(32週) 

12/15 
国連の創設と冷戦・中国の成立と朝鮮戦争 

【p,242~248】 第 6 回 

1/6 
33 

(33週) 12/22 
変容する冷戦 

【p,250~259】 

第３回 1/21(日)・12/20(水) 

東西冷戦構造 

＜内容＞ 

世界大戦終結後の東西冷戦構造へ

の流れと現代に及ぼす対立のきっ

かけについて触れ理解を深める。 

34 
(34週) 

12/29 
ヨーロッパの緩和と文化大革命・中東戦争
と冷戦の終結           【p,258~267】 

＜備考＞ 

締切より 1 ヶ月以上

経過したレポートは

不合格となるので、

注意をすること。 

まとめ出しなどもせ

ず、計画的に学習を

しましょう。 

35 
(35週) 

1/5 
成長する中国とソ連の崩壊・東、東南アジ
アとアフリカ            【p,267~274】 

36 
(36週) 

1/5 
期末試験について 

37 
(37週) 

1/5 

38 
(38週) 

1/19 
オスマン帝国の動揺・インド東南、南アジ
アの独立                【p,190~195】 

39 
(39週) 1/26 

インド、西アジア、中東の民族運動 
【p,213~215,229~231】 

期末試験日時： 2/5（月）3時限目 11：40～12：30 

＜試験範囲＞ 

レポート：第1回〜第6回 

通信講座：第22回〜第33回(22週～33週) 

40 
(40週) 1/26 

同時多発テロと現代文明 
【p,274~278】 

 

教  科 科  目 担 当 者 

地理歴史・公民 世界史探究② 単位数： ２ 単位 椿 友輔 

指導目標：「歴史総合」で学習した知識を基にして、近世から現代にかけての社会的事象に関する歴史的な見方や考え方を
養い、世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について、地理的な条件や日本に歴史と関連付けながら、理解す
るとともに、地球社会の課題と展望を探究する力を養う。 

高校通信講座 あり 講座数：全20回 教科書 山川出版社 高校世界史 

スクーリング 1単位時間×3回 合格時間数：１時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レポート 全 6 回 合格枚数 6枚 副教材 なし 

期末試験 あり 期末試験評価割合：80％ 評 定 100点法５段階評定 



２０２３年度 秋学期 教育計画       東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（学習項目） 

レポート 

（締切期日） 

スクーリング 

（日程と内容） 

1 10/6 地理を学ぶ（入門講座） 
 ① A：10/1(日)  W：10/25(水)  Wf：10/6(金) 

・地球上の位置と時差 

・地図の役割と種類 

 

 

 

 

 

 

※スクーリングにはロイロノートを利用できるタブレット、 

スマートフォン、PCなどを持参すること。 

※スクーリングの内容は変更する場合があります。 

2 10/6 地球上の位置と時差 
第1回 

10月20日 
3 10/13 地図の役割と種類 

4 10/20 現代世界の国家と領域 
第2回 

11月3日 
5 10/27 グローバル化する世界 

6 11/3 世界の地形と人々の生活① 
第3回 

11月17日 
7 11/10 世界の地形と人々の生活② 

② A：11/19(日)  W：12/13(水)  Wf：11/17(金) 

・世界の地形と人々の生活 

 

 

 

 

 

 

 

※スクーリングにはロイロノートを利用できるタブレット、 

スマートフォン、PCなどを持参すること。 

※スクーリングの内容は変更する場合があります。 

8 11/17 世界の気候と人々の生活 
第4回 

12月1日 
9 11/24 地球環境問題 

10 12/1 資源エネルギー問題 
第5回 

12月15日 
11 12/8 人口・食料問題 

12 12/15 都市・居住問題 
第6回 

1月6日 
13 12/22 自然災害と防災① 

③ A：1/14(日)  W：1/17(水)  Wf：12/22(金) 

・世界の気候と人々の生活 

 

 

 

 

 

 

 

※スクーリングにはロイロノートを利用できるタブレット、 

スマートフォン、PCなどを持参すること。 

※スクーリングの内容は変更する場合があります。 

14 12/29 自然災害と防災② 
 

15 1/5 世界の気候と人々の生活（追究事例） 

16 1/5 期末試験について① 

17 1/5 期末試験について② 

18 1/19 世界の言語・宗教と人々の生活（追究事例） 

19 1/26 歴史的背景と人々の生活（追究事例） 
期末試験： 2/5(月)  1時間目(9:30～10:20) 

試験範囲：【通信講座】第2週～第13週 

【レポート】第1回～第6回 
20 1/26 世界の産業と人々の生活（追究事例） 

 

教  科 科  目 担 当 者 

地理歴史 地理総合 単位数：2単位 緑川 孝浩 

指導目標  

1.生活文化の多様性や地球的課題への取り組みを理解し、地理情報システムなどを用いて地理的技能を身に付ける。 

2.地理に関わる事象を多面的・多角的に考察し、地理的な課題の解決に向けて議論する力を養う。 

3.我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重することの大切さについての自覚を深める。 

高校通信教育講座  あり 講 座 数：全20回 教 科 書 『新地理総合』 『新詳高等地図』 

スクーリング 1単位時間×3回 合格時間数：1時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レ ポ ー ト 全6回 合格枚数：6枚 副 教 材 なし 

期 末 試 験 あり 期末試験評価割合70％ 評 定 100点法5段階評定 



２０２３年度秋学期 学習予定表(各週の講座は配信日付の午前零時以降視聴できます) 

○シラバス 授業進度表 

回 配信

日付 

高校通信教育講座 

学習項目 

レポート 

締切期日 

スクーリング 

日程と内容 

１ 10/6 応仁の乱と戦国大名 
 本能寺の変 10/15(日) 10/4(水) 

 1580 年、織田信長は家臣の明智光秀

に討たれた。織田家の重臣であった明

智光秀がなぜ、謀反を起こしたかにつ

いては諸説あり、明らかになっていな

い。本能寺の変の動機について、先行

研究と諸説を踏まえながら、探究的な

考察を行う。 

２ 10/6 大航海時代、織田信長の統一事業 第１回 

10/20 ３ 10/13 豊臣秀吉の全国統一 

４ 10/20 江戸幕府の成立 第２回 

11/3 ５ 10/27 鎖国の完成 

６ 11/3 武断政治から文治政治へ 
第３回 

11/17 
７ 11/10 享保の改革 

黒船来航と開国 12/3(日) 11/15(水) 

260 年間続いた江戸幕府の鎖国政策

は、黒船来航によって開国を迎えた。同

時に時代は急激に動き、明治維新を迎え

ることになる。開国と明治維新がどのよ

うな経緯で至ったかについて、考察して

いく。 

８ 11/17 田沼の政治、寛政の改革 第４回 

12/1 ９ 11/24 幕藩体制の動揺、天保の改革、 

10 12/1 開国と開港 第５回 

12/15 11 12/8 尊王攘夷から倒幕へ 

12 12/15 明治維新と新政府、殖産興業 
 

第６回 

1/6 
13 12/22 自由民権運動 

日露戦争 1/21(日) 12/20(水) 

 明治維新から４０年後、日本は西洋の

大国であるロシアに勝利した。日露戦争

は史上初の帝国主義同士の戦争であっ

た。日本はなぜ、ロシアに勝利すること

ができたのか？現代においても戦争は続

いている。明治期の戦争について学ぶこ

とで、現代の戦争について考察する。 

14 12/29 立憲政治の成立  

15 1/5 条約改正と日清戦争 

16 1/5 日本の産業革命、日露戦争 

17 1/5 第一次世界大戦と大正デモクラシー 

18 1/19 日本の対外進出、昭和恐慌 

19 1/26 日中戦争 期末試験範囲：第２回〜第１３回 

レポート第１回〜第６回 

 20 1/26 第二次世界大戦と日本の敗戦 

 

年度 学期 科目 担当 

２０２３ 秋 日本史探究② 
単位数 

（ ２ ） 田村 基成 
我が国の歴史の展開について総合的な理解を深め、各時代の展開に関わる概念等を活用して多面的・

多角的に考察し、歴史に見られる課題を把握し、地域や日本、世界の歴史の関わりを踏まえ、現代の日

本の諸課題とその展望を探究する力を養う。 

高校通信講座 あり 講座数：全２０回 教科書  

スクーリング 全 時間・３回 合格時間数 １時間 教 材 なし 

レポート 全   ６枚 合格枚数  ６枚 日本史探求の標準単位：３単位 

 期末試験 あり  



２０２３年度秋学期 教育計画    東海大学付属望星高等学校 

回 配信

日付 

高校通信教育講座 

（学習項目） 

レポート 

(〆切期日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

１ 10/6 
入門講座:「歴史総合」とはどんな科
目？・「江戸時代までの日本と世界」 

 第１回 10/1（日）・10/25（水）・10/6（金） 

「歴史の扉」・「近代化への問い」： 

 日常生活や身近な地域などにみら

れる諸事象が時間的な推移や空間的

な結びつきの中で歴史とつながって

いること、そして資料に基づいて歴

史が叙述されていることを理解す

る。また産業社会と国民国家の形成

を背景として人々の生活や社会の在

り方が変化したことを理解する。 

２ 10/6 世界史上の三大革命とその影響 第１回 

 10/20 ３ 10/13 19世紀の世界と日本の開国 

４ 10/20 世界の中の明治維新 第２回 

 11/3 ５ 10/27 近代国家日本の確立 

６ 11/3 帝国主義の時代と東アジア 第３回 

 11/17 

 ７ 11/10 東アジアの変動と日本の産業革命 

８ 11/17 第一次世界大戦と日本 
第４回 

 12/1 

第２回 11/19（日）・12/13（水）・11/17

（金） 

「国際秩序の変化や大衆化への問

い」： 

ガンディーによる「塩の行進」を考

察することにより、「非暴力・不服

従」という手段が問題解決の一つの

手段と成り得る事を踏まえ、現代的

な諸課題の形成に関わる国際秩序の

変化や大衆化の歴史とその意味を理

解する。 

９ 11/24 
ヴェルサイユ・ワシントン体制とアジ

アの民族運動 

10 12/1 社会運動と普通選挙の実現 
第５回 

 12/15 
11 12/8 世界恐慌からファシズムの時代へ 

12 12/15 軍部の台頭と戦時体制の確立 
 

第６回 

1/6 
13 12/22 第二次世界大戦とその時代 

第３回 1/14（日）・1/17（水）・12/22（金） 

 「グローバル化への問い」・「現代的

な諸課題の形成と展望」： 

科学技術の革新を背景に人・商品・資

本・情報等が国境を越えて一層流動す

るようになり、人々の生活や社会の在

り方が変化したことを理解する。 

14 12/29 戦後の世界と日本の民主化 
 

15 1/5 植民地の独立と多極化する世界 

16 1/5 期末試験について 

17 1/5 期末試験について 

18 1/19 日本の高度経済成長と世界経済 
期末試験：2/5（月） 

試験範囲：第 2週〜第 13週  

レポート第 1回〜第 6回 

※スクーリングは、（日）（水）それぞれ登校クラス
ごと、（金）は１年次のみに実施。 

 

19 1/26 冷戦の終息と日本の経済大国化 

20 1/26 地域紛争と国際秩序の変容 

 

教科 科目 担当 

地理歴史 歴史総合 
単位数: 

2単位 
北田 邦夫 

指導目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を設定したり解決したりする活動を通して、広い

視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者

に必要な公民としての資質・能力を育成する。 

高校通信講座 あり 講座数：全 20回 教科書 実教出版 歴史総合 

スクーリング 1時間×3回 合格時間数 1時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レポート 全 6回 合格枚数 6枚 副教材 なし 

期末試験 あり 期末試験評価割合 70％ 評 定 100点法 5段階評定 



２０２３年度 秋学期 教育計画       東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（単元・学習内容） 

レポート 

(締切期日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

1 
(21週) 10/2 

入門講座 
【p,60～p,62】 

 第1回 10/1(日) 10/18(水) 

 

『中国の歴史①』 

 

通信教育講座で取り上げられなか

った中国の歴史を学ぶ。内容が幅広

いため、第1回目のスクーリングと

第2回目のスクーリングで授業を行

う予定である。第1回目の授業内容

は、古代から中世にかけての中国史

を取り上げる。 

2 
(22週) 

10/2 
大航海時代とルネサンス① 
【p,62～p,63・p,92～p,96】 

第１回 

10月16日 
3 

(23週) 
10/9 

ルネサンス②と宗教改革 
【p,96～p,99】 

4 
(24週) 

10/16 
イギリス革命 
【p,100・p,102】 

第2回 

10月30日 
5 

(25週) 
10/23 

アメリカ独立革命 
【p,118～p,119】 

6 
(26週) 

10/30 
フランス革命① 
【p,120～p,121】 

第3回 

11月13日 
7 

(27週) 
11/6 

フランス革命② 
【p,121～p,123】 

第2回 11/19(日) 11/29(水) 

 

『中国の歴史②』 

 

通信教育講座で取り上げられなか

った中国の歴史を学ぶ。内容が幅広

いため、第1回目のスクーリングと

第2回目のスクーリングで授業を行

う予定である。第2回目の授業内容

は、中世から現代にかけての中国史

を取り上げる。 

8 
(28週) 

11/13 
ウィーン体制・二月革命と二月帝政 
【p,126～p,127・p,130～p,131】 第4回 

11月27日 
9 

(29週) 
11/20 

イギリス産業革命 
【p,110～p,113・p,128】 

10 
(30週) 

11/27 
イタリア・ドイツの統一 
【p,132～p,133】 第5回 

12月11日 
11 

(31週) 
11/4 

第一次世界大戦 
【p,158～p,161・p,172～p,176】 

12 
(32週) 

11/11 
ファシズムの台頭と第二次世界大戦 
【p,186～p,195】 第6回 

1月6日 
13 

(33週) 
11/18 

戦後世界の出発 
【p,195～p,196】 

第3回  1/14(日) 1/17(水) 

 

『現代の中東問題』 

 

レポート外である、「中東問題」具体

的にはパレスチナで起こる問題に

ついて、解説し、どのような問題が

隠れているのかを理解し、現代世界

で起こっている問題について考え

る。 

 

 

14 
(34週) 

11/25 
東西冷戦構造 
【p,197】 

 

15 
(35週) 

1/1 
変容する冷戦 
【p,198・p,208】 

16 
(36週) 

1/1 期末試験に向けて 

17 
(37週) 

1/1 期末試験に向けて 

18 
(38週) 

1/15 
ベトナム戦争とプラハの春 
【p,201・p,209・p,211・p,220～p,221】 

19 
(39週) 

1/22 
現代の中東問題① 
【p,202・p,216】 

期末試験日時： 2/2（金）1時限目 9：30～10：20 

＜試験範囲＞ 

レポート：第1回〜第6回 

通信講座：第2回〜第13回(22週～33週) 

20 
(40週) 

1/22 
現代の中東問題② 
【p,216～p,217・p,224】  

教  科 科  目 担 当 者 

地理歴史・公民 世界史A 単位数： ２ 単位 椿 友輔 

指導目標：近現代史を中心に、地理的な見方や、日本とのかかわりを把握しながら、歴史的見方や考え方を養い、将来に

向けて国際的視野に立てる人格を育成する。 

高校通信講座 あり 講座数：全20回 教科書 第一学習社 高等学校改訂版世界史A 

スクーリング 1単位時間×3回 合格時間数：１時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レポート 全 6 回 合格枚数 6枚 副教材 なし 

期末試験 あり 期末試験評価割合：70％ 評 定 100点法５段階評定 



２０２３年度秋学期 教育計画       東海大学付属望星高等学校 

回 配信日 
高校通信教育講座 

（学習項目） 

レポート 

（締切期日） 

スクーリング 

（日程と内容） 

1 10/6 地理を学ぶ（入門講座） 
 【第1回】A：10/1(日) W：10/18(水) 

●ニューツーリズムと世界の地図 

昨今注目を浴びている「ニューツーリズム」に

ついて理解し、観光目的の変化を学習する。また、

渋谷区に所在する本校から行ける観光地も紹介

し、地元への理解を深める。 

さまざまな視点から見た世界の地図を紹介し、

それらが何を示すものなのかを考察する。地球規

模の空間を認識し、既存の知識を活用して地理的

思考力を養う。 

 

※内容は変更する場合もある 

2 10/6 世界のエネルギー① 
第1回 

10月20日 
3 10/13 世界のエネルギー② 

4 10/20 世界の工業① 
第2回 

11月3日 
5 10/27 世界の工業② 

6 11/3 第３次産業と交通・通信 
第3回 

11月17日 
7 11/10 現代世界の貿易と経済圏 

【第2回】A：11/19(日) W：11/29(水) 

●世界の宗教 

 ヨーロッパにおけるキリスト教の分布を理解

する。特に、南部ではカトリック、中北部では

プロテスタント、東部ではオーソドックス、イ

ギリスでは聖公会が広く分布していることを理

解する。また、宗教と民族、言語には密接な関

係性があることを考えさせ、今後の通信講座の

内容に備える。 

 

※内容は変更する場合もある 

8 11/17 村落と都市 
第4回 

12月1日 
9 11/24 民族と宗教 

10 12/1 現代世界の諸地域（ヨーロッパ①） 
第5回 

12月15日 
11 12/8 現代世界の諸地域（ヨーロッパ②） 

12 12/15 現代世界の諸地域（ロシア） 
第6回 

1月6日 
13 12/22 現代世界の諸地域（アングロアメリカ） 

【第3回】A：1/14(日) W：1/17(水) 

●半年間の復習および期末試験に向けて 

秋学期の学習内容について、要点を整理しなが

ら復習する。特に第 30 週～第 35 週にわたって

学習する現代世界の諸地域については、通信講座

では扱えきれない内容を補完する。 

 

 

 

 

※内容は変更する場合もある 

14 12/29 現代世界の諸地域（ラテンアメリカ） 
 

15 1/5 現代世界の諸地域（オセアニア） 

16 1/5 期末試験について 

17 1/5 期末試験について 

18 1/19 人口問題 

19 1/26 領土問題 
期末試験： 2/5(月)  6時間目(15:10～16:00) 

試験範囲：【通信講座】第22週～第33週 

【レポート】第1回～第6回 

※スクーリングの内容は変更する場合があります 
20 1/26 地球に生きる私たち 

教  科 科  目 担 当 者 

地理歴史 地理Ｂ② 
単位数：2単位 

（春①・秋②の分割科目） 
緑川 孝浩 

指導目標  

1.生活文化の多様性や地球的課題への取り組みを理解し、地理情報システムなどを用いて地理的技能を身に付ける。 

2.地理に関わる事象を多面的・多角的に考察し、地理的な課題の解決に向けて議論する力を養う。 

3.我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を尊重することの大切さについての自覚を深める。 

高校通信教育講座  あり 講 座 数：全20回 教 科 書 『新詳地理Ｂ』 『新詳高等地図』 

スクーリング 1単位時間×3回 合格時間数：1時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レ ポ ー ト 全6回 合格枚数：6枚 副 教 材 なし 

期 末 試 験 あり 期末試験評価割合70％ 評 定 100点法5段階評定 



２０２３年度秋学期 教育計画   東海大学付属望星高等学校 

 

回 配信

日付 

高校通信教育講座 

（学習項目） 

レポート 

(〆切期

日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

２１ 10/6 入門講座・時代を駆け抜けたアウトロー達 
  第１回 10/15（日） 10/4（水） 

【歴史の検証方法】 

1580 年、織田信長は家臣の

明智光秀に討たれた。織田家の

重臣であった明智光秀がなぜ、

謀反を起こしたかについては

諸説あり、明らかになっていな

い。本能寺の変を題材として先

行研究と諸説を踏まえながら、

探究的な考察を行う。 

２２ 10/6 開国と江戸幕府の滅亡 
第１回 

 10/20 ２３ 10/13 明治維新と近代国家の形成 

２４ 10/20 近代国家の成立と自由民権運動 
第２回 

 11/3 
２５ 10/27 近代経済の形成と大日本帝国憲法の制定 

２６ 11/3 条約改正と日清戦争 第３回 

 11/17 

 ２７ 11/10 日露戦争と資本主義社会の確立 
 第２回 12/3（日）11/15（水） 

【日本史の転換点】 

260 年間続いた江戸幕府の鎖国

政策は、黒船来航によって開国

を迎えた。同時に時代は急激に

動き、明治維新を迎えることに

なる。開国と明治維新がどのよ

うな経緯で至ったかについて、

考察していく。 

２８ 11/17 第一次世界大戦と日本 
第４回 

 12/1 ２９ 11/24 民衆の政治参加と大衆文化の形成 

３０ 12/1 経済不況と中国侵略 
第５回 

 12/15 ３１ 12/8 アジア太平洋戦争と日本の敗戦 

３２ 12/15 戦後改革と日本国憲法の成立 
 

第６回 

1/6 
３３ 12/22 復興・再軍備と日米安保体制 

 第３回 1/21（日）12/20（水） 

【近代化と戦争】 

 日露戦争は史上初の帝国主義

同士の戦争であった。日本はな

ぜ、ロシアに勝利することができ

たのか？現代においても戦争は

続いている。明治期の戦争につい

て学ぶことで、現代の戦争につい

て考察する。 

３４ 12/29 高度経済成長・ベトナム戦争と沖縄 
 

３５ 1/5 低成長への転換と経済大国日本 

３６ 1/5 期末試験に向けて 

３７ 1/5 期末試験に向けて 

３８ 1/19 湾岸戦争後の世界と日本 
試験範囲：第 2 週〜第 13 週 

レポート第 1 回〜第 6 回 

 ３９ 1/26 21 世紀の世界と日本 

４０ 1/26 地域の歴史を調べよう 

 

8ZqriXmu 教科 科目 担当 

地理歴史 日本史 B② 単位数：２単位 田村 基成 

指導目標 

通史学習を中心に、日本と東アジアを中心とする世界に関する歴史的な事実を学び、生徒の主体的な

歴史観・世界観の形成を目指すとともに、将来に向けて国際的視野に立てる人格を育成する。 

高校通信講座 あり 講座数：全 20 回 教科書 実教出版 高校日本史 B 新訂版 

スクーリング 1 単位時間×3 回 合格時間数 1 時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レポート 全 6 回 合格枚数 6 枚 副教材 なし 

期末試験 あり 期末試験評価割合 70％ 評 定 100 点法 5 段階評定 



２０２３年度秋学期 教育計画    東海大学付属望星高等学校 

回 配信

日付 

高校通信教育講座 

（学習項目） 

レポート 

(〆切期日) 

スクーリング 

（日程と内容） 

１ 10/6 
入門講座:「歴史総合」とはどんな科
目？・「江戸時代までの日本と世界」 

 第１回 10/1（日）・10/25（水）・10/6（金） 

「歴史の扉」・「近代化への問い」： 

 日常生活や身近な地域などにみら

れる諸事象が時間的な推移や空間的

な結びつきの中で歴史とつながって

いること、そして資料に基づいて歴

史が叙述されていることを理解す

る。また産業社会と国民国家の形成

を背景として人々の生活や社会の在

り方が変化したことを理解する。 

２ 10/6 世界史上の三大革命とその影響 第１回 

 10/8 ３ 10/13 19世紀の世界と日本の開国 

４ 10/20 世界の中の明治維新 第２回 

 11/3 ５ 10/27 近代国家日本の確立 

６ 11/3 帝国主義の時代と東アジア 第３回 

 11/17 

 ７ 11/10 東アジアの変動と日本の産業革命 

８ 11/17 第一次世界大戦と日本 
第４回 

 12/1 

第２回 11/19（日）・12/13（水）・11/17

（金） 

「国際秩序の変化や大衆化への問

い」： 

ガンディーによる「塩の行進」を考

察することにより、「非暴力・不服

従」という手段が問題解決の一つの

手段と成り得る事を踏まえ、現代的

な諸課題の形成に関わる国際秩序の

変化や大衆化の歴史とその意味を理

解する。 

９ 11/24 
ヴェルサイユ・ワシントン体制とアジ

アの民族運動 

10 12/1 社会運動と普通選挙の実現 
第５回 

 12/15 
11 12/8 世界恐慌からファシズムの時代へ 

12 12/15 軍部の台頭と戦時体制の確立 
 

第６回 

1/6  
13 12/22 第二次世界大戦とその時代 

第３回 1/14（日）・1/17（水）・12/22（金） 

 「グローバル化への問い」・「現代的

な諸課題の形成と展望」： 

科学技術の革新を背景に人・商品・資

本・情報等が国境を越えて一層流動す

るようになり、人々の生活や社会の在

り方が変化したことを理解する。 

14 12/29 戦後の世界と日本の民主化 
 

15 1/5 植民地の独立と多極化する世界 

16 1/5 期末試験について 

17 1/5 期末試験について 

18 1/19 日本の高度経済成長と世界経済 
期末試験：2/5（月） 

試験範囲：第 2週〜第 13週  

レポート第 1回〜第 6回 

※スクーリングは、（日）（水）それぞれ登校クラス
ごと、（金）は１年次のみに実施。 

 

19 1/26 冷戦の終息と日本の経済大国化 

20 1/26 地域紛争と国際秩序の変容 

 

教科 科目 担当 

地理歴史 歴史総合 
単位数: 

2単位 
北田 邦夫 

指導目標 

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を設定したり解決したりする活動を通して、広い

視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者

に必要な公民としての資質・能力を育成する。 

高校通信講座 あり 講座数：全 20回 教科書 実教出版 歴史総合 

スクーリング 1時間×3回 合格時間数 1時間以上 学習図書 自校作成の教材資料を使用 

レポート 全 6回 合格枚数 6枚 副教材 なし 

期末試験 あり 期末試験評価割合 70％ 評 定 100点法 5段階評定 


